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赤坂溜池地区の街づく り について

※記載事項については現時点の検討内容であり 、 今後の設計等の具体化により 修正・ 変更と なる場合があり ます。

2-② 歩行者デッキ

特別区道
第563号

特別区道第886号

特許庁前交差点

外堀通り

六本木通り

溜池交差点

三会堂

赤坂インターシティAIR

日本財団
計画地

溜池山王駅

高層部

2-① 地下鉄連絡通路 1-②・2-③
駅まち一体空間

地区計画区域及び
市街地再開発事業の区域

敷地境界線

計画地で整備する地下動線

計画地で整備するデッキ動線

他地区で整備するデッキ動線

2-④ 安全で快適な歩行空間
（歩道状空地）

【凡例】

N

街づく り の目標

１ 計画地の位置・ 地区の概要

４ まちづく り の目標と 取組方針

1

2

3

4

5

５ 整備イ メ ージ
大街区の玄関口と し てふさ わし い魅力的な駅まち一体空間の創出と

文化性豊かな国際ビジネス交流拠点の形成

街区再編整備による施設建築物と 一体と なっ た魅力的な公共的空間の創出
① 街区内道路の廃止、 街区再編整備によ る土地の有効な高度利用
② 施設建築物と 一体と なっ た魅力的な公共的空間の創出

① 溜池山王駅のアク セス性向上による 交通利便性の強化
② 周辺地区と 連携し た重層的な歩行者ネッ ト ワーク の整備
③ 地下・ 地上・ デッ キレ ベルを 円滑に連結し 大街区北エリ アの顔と なる 地下鉄連絡広場の整備
④ 溜池山王駅周辺の安全で快適な歩行空間の形成

広域歩行者ネッ ト ワーク の強化に資する基盤整備

① 国際ビジネス交流拠点にふさ わし い高水準の業務機能
②  国際性・ 文化性を 兼ね備えた新たな駅まち一体空間を 創出し 、 国際ビジネス交流拠点の付加価値を 高める文化・ 交流機能

③  日常的なにぎわいを創出する 商業機能

新た な 駅ま ち 一体空間の創出や文化性豊かな 国際ビ ジ ネ ス 交流拠点の形成に 資する 高次都市機能の導入

良質な複合市街地にふさ わし い都市環境への配慮
① 周辺街区の豊かな緑と 連続し た緑化空間の形成
② 脱炭素まちづく り の推進によ る環境負荷低減に向けた取組

溜池山王駅周辺の都市防災機能の強化
① 街区内狭あい道路の解消、 建物耐震化によ る 安全な市街地の形成
② 帰宅困難者支援や災害時の情報発信機能の導入による 防災機能の強化

計画地は、 幹線道路である六本木通り と 外堀通り の交差部（ 溜池交差点） に面すると と も に、 地下鉄

溜池山王駅に近接し た交通利便性の高い地区です。 また、 計画地周辺には各国の大使館が集まり 、 国際

性豊かなエリ アと なっ ています。 一方、 溜池交差点の交通島においては、 無信号の左折レーンを通行す

る車両と 交通島を横断する歩行者動線の交錯や滞留空間の不足が生じ 、 歩行者の安全性の確保が課題と

なっ ています。 また、 溜池山王駅から 赤坂一丁目・ 虎ノ 門方面へ向かう バリ アフ リ ー動線が不足し てい

ると と も に、 通勤時間帯によっ ては恒常的に、 溜池山王駅９ 番出入口付近で混雑が生じ ているなど、 溜

池山王駅へのアク セス性・ 歩行空間の快適性の向上が課題になっ ています。

六本木・ 虎ノ 門地区まちづく り ガイ ド ラ イ ンでは、 国際ビジネス交流拠点と し ての都市機能の集積、

地下鉄駅や周辺地域から のアク セスも 含めた安全で快適な歩行者ネッ ト ワーク の形成、 駅と 直結する広

場の整備やバリ アフ リ ー動線の強化などが取組方針と し て示し ています。 また、 港区防災街づく り 整備

指針及び港区における首都直下地震被害想定の調査・ 分析結果では、 帰宅困難者用の一時滞在施設の確

保や、 災害時に必要な情報を入手できる街づく り を必要と し ています。

こ れら の状況を踏まえ、 土地利用の更新に併せて、 周辺市街地へつながる地上・ 地下・ デッ キレベル

でのバリ アフ リ ーに配慮し た重層的な歩行者ネッ ト ワーク を整備し ます。 また、 大街区の玄関口と し て

ふさ わし い文化・ 交流施設や商業施設と 一体と なっ た魅力的でにぎわいある駅まち一体空間の整備、 国

際色豊かな多様な都市機能の集積により 、 溜池山王駅周辺における安全・ 快適で利便性の高い市街地環

境の形成と 文化性豊かで魅力的な国際ビジネス交流拠点の形成を図り ます。 さ ら に周辺街区の豊かな緑

と 連続し た緑化空間の形成、 環境負荷低減に向けた取組、 災害時における一時滞在施設の確保により 、

緑量の感じ ら れる潤いのある都市空間の創出と 、 溜池山王駅周辺の防災対応力の強化に貢献し ます。

平成31年3月「 赤坂溜池地区まちづく り 協議会」 設立

令和2年11月「 赤坂溜池地区市街地再開発準備組合」 設立

２ こ れまでの主な経緯 ３ 今後のスケジュ ール（ 予定）
令和8年度

令和9年度

都市計画決定

組合設立認可

令和10年度

令和15年度

計画建物着工

し ゅん工

■ 将来イ メ ージ

６ 建築物の概要（ 予定）

■位置図

出典： 国土地理院ウェ ブサイ ト （ ht t ps: //www. gsi . go. j p/） ※基盤地図情報を 加工し て作成

敷地面積 約6, 950㎡

容積率の
最高限度

1, 200%

建築面積 約5, 270㎡

延床面積 約102, 700㎡

主要用途
事務所、 店
舗、 文化・
交流施設等

最高高さ 約155ｍ

階数
地上26階
地下３ 階

赤坂インターシティ
AIR

アークヒルズ

赤坂
インターシティ

赤坂二丁目地区

ホテルオークラ

虎ノ門ヒルズ

虎ノ門一丁目地区

首相官邸

特許庁

財務省 経済産業省

31Builedge
霞が関プラザホール

灘尾ホール

アメリカ
大使館

バーレーン
アルメニア
レバノン

ジョージア
大使館

ミクロネシア
連邦大使館

ベルサール虎ノ門

歴史文化
発信施設

虎ノ門二丁目地区
オフィス棟

虎ノ門一・二丁目地区

愛宕山周辺地区
（I地区）

ジャマイカ大使館菊池寛実記念
智美術館ホテルオークラ

別館

ナイジェリア
大使館大倉集古館

（美術館）サントリーホール

スペイン
大使館

日本財団

三会堂

虎の門病院

虎ノ門駅前地区

国会議事堂駅 霞ヶ関駅

虎ノ門駅

虎ノ門ヒルズ駅

溜池山王駅

補助第1号線

0 50 100 200 300m

計画地

港区

千代田区

霞が関三丁目南地区

永田町二丁目地区

虎ノ門二丁目地区

赤坂一丁目地区

赤坂・六本木地区

虎ノ門四丁目地区

虎ノ門2-10地区
環状二号線

新橋・虎ノ門地区
凡例

六本木・虎ノ門地区まちづくり
ガイドラインの対象範囲（大街区）

都市再生特別地区

再開発等促進区を定める地区計画

高度利用地区

行政界

0 25 50 100m
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赤坂溜池地区の街づく り について

※記載事項については現時点の検討内容であり 、 今後の設計等の具体化により 修正・ 変更と なる場合があり ます。

②隅切長：約5m

区画道路2号（特別区道第886号）

①整備済み

④現状維持

③現状維持

７ 整備する公共施設等

種 類 名 称 幅員 延長 面積 備考

道路 区画道路２ 号 0. 5m 約１ ５ ｍ －
整備済み

一部線形変更、 拡幅隅切り

主要な公共施設 地下鉄連絡広場 － － 約2, 500㎡

新設
地下レベル： 約600㎡

地上レベル： 約1, 150㎡
デッ キレベル： 約750㎡

（ 面積には、 階段、 昇降機を含み、 にぎわ
いに資する施設（ 地上レ ベル約50 ㎡） を 除

く ）

地区施設

広場 － － 約200㎡ 新設

歩行者通路

( デッ キレベル)
3. 0ｍ 約20ｍ －

新設

（ デッ キレベル）

歩道状空地 2. 0ｍ 約40ｍ － 新設

その他（ ※）

地下鉄連絡通路
有効幅員

約3. 5m
約150m 約1, 150㎡ 新設

歩行者通路

( デッ キレベル)

有効幅員

約3. 0m
約50m 約270㎡ 新設

■参考図① ■参考図②

※幅員・ 延長・ 整備面積等は調整中の事項であり 今後変更の可能性がある。

0 25 50mN

地区計画区域及び市街地再開発事業の区域 道路境界線【 凡例】

宅地 宅地

区画道路2号
（ 特別区道第886号）

従前 従後

約15. 0m

約0. 5m

区画道路2号
（ 特別区道第886号）

区画道路2号の線形変更部分

地区計画区域及び市街地再開発事業の区域【 凡例】 隅切り 箇所

線形変更
部分

参考図②

参考図①
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赤坂溜池地区の街づく り について

※記載事項については現時点の検討内容であり 、 今後の設計等の具体化により 修正・ 変更と なる場合があり ます。

赤坂インターシティAIR

特別区道第886号

三会堂

宅地宅地

宅地【特別区道第777号線】

【特別区道第886号の一部】

敷地の細分化により、土地の効率
的な利用ができていない

【従前の土地利用の状況】

歩車分離ではない街区内道路

建物の老朽化 特許庁前交差点
外堀通り溜池交差点

特
別
区
道
第
５
６
３
号
線

【従後の土地利用の方針】

外堀通り溜池交差点
特許庁前交差点

赤坂インターシティAIR 三会堂

街区再編整備による高度利用地下鉄連絡
広場 周辺街区とのデッキ接続

溜池山王駅との
地下鉄連絡通路の整備

特別区道第886号

特
別
区
道
第
５
６
３
号
線

①街区再編整備による施設建築物と 一体と なっ た魅力的な公共的空間の創出

＜現況＞

・ 計画地内部は建物の老朽化と 、 敷地が細分化さ れている ため、 土地の

効率的な利用が図ら れていない。

・ 計画地は溜池山王駅に近接し 、 大街区の北西端に位置する 街区の顔と

なる べき 地区であり 、 施設建築物と 一体と なっ た魅力的な公共的空間

の創出が必要と さ れている 。

＜整備内容と 効果＞

①街区内道路の廃止、 街区再編整備による土地の有効な高度利用

街区内の特別区道を 廃止し 、 街区を 再編整備するこ と により 、 土地の有効な高度利用を 図る。

②施設建築物と 一体と なっ た魅力的な公共的空間の創出

大街区化さ れた敷地内にて地下鉄連絡広場等の公共的空間を整備するこ と で、 施設建築物と 一体と なった魅力的な空間を創出する。

■施設建築物と 一体と なっ た魅力的な公共的空間の創出
○敷地内において施設建築物と 連続し た一体的な地下鉄連絡広場を計画と するこ と で、 溜池山王駅前・ 大街区の玄関口に

ふさ わし い立体的な広場を創出

駅出入口

溜池交差点

特別区道
第886号

赤坂
インターシティ

AIR

デッキ

三会堂

デッキ
動線

テラス
（ひさしの上部）

広場の活動・AIRの緑を
見渡せる動線

明快かつ象徴的な縦動線

文化・交流施設
（文化発信機能）

店舗

サンクンガーデン※

広場空間と
一体的な利用

店舗
（地下）

店舗
（デッキ下）

文化・交流施設
（交流・支援機能）

滞留空間

※サンクンガーデン：地下鉄連絡広場の内、B1Fの文化・交流施設に面した広場空間

外堀
通り

■街区内道路の廃止、 街区再編整備による土地の有効な高度利用

凡例
廃道予定の
特別区道

○地下鉄連絡広場内・ 広場に面し て、 文化・ 交流施設や店舗等の様々な機能を配置するこ と で、 公共施設と し ての
整備では難し い、 魅力的な新たな駅まち一体空間を創出

B１階
地下鉄連絡広場に新たなにぎわい・
魅力を創出する機能との一体的利用

２階
地下鉄連絡広場に
対するにぎわいの
顔出し 店舗

店舗店舗

サンクンガーデン

地下鉄連絡広場に
対するにぎわいの
顔出し

店舗
１階

文化・交流施設
（文化発信施設）
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赤坂溜池地区の街づく り について

※記載事項については現時点の検討内容であり 、 今後の設計等の具体化により 修正・ 変更と なる場合があり ます。

整備時期未定

赤坂インターシティAIR
三会堂

虎の門病院

ベルサール虎ノ門

アメリカ大使館
赤坂

インターシティ

溜池交差点

特許庁前
交差点

特許庁

虎ノ門ヒルズ

虎ノ門駅

溜池山王駅

ホテルオークラ
虎ノ門2-10地区

虎ノ門二丁目タワー

虎ノ門ヒルズ
ビジネスタワー虎ノ門一・二丁目地区

虎ノ門ヒルズ駅

虎ノ門二丁目地区
オフィス棟

霞が関三丁目南地区
①地下鉄連絡通路

③地下鉄連絡広場

計画地
②歩行者デッキ

■現況のネットワーク・結節点

■他地区で整備予定のネットワーク・結節点（参照：都市計画決定済・公開されている情報）

デッキネットワーク 地下ネットワーク

地区計画区域及び市街地再開発事業の区域

■六本木・虎ノ門地区まちづくりガイドライン
方針線

結節拠点

地上ネットワーク（区画道路、地区内道路、歩行者通路）

デッキネットワーク 地下ネットワーク 結節拠点

■計画地で整備するネットワーク・結節点

デッキネットワーク 地下ネットワーク 結節拠点

■バリアフリー対応の縦動線

EV

②広域歩行者ネッ ト ワーク の強化に資する基盤整備

＜現況＞

・ 大街区全体と し て、 周辺開発も 含めた開発同士の連携に伴う 、 地下鉄駅を 中心と

し た駅前地区の拠点性と 歩行者ネッ ト ワーク の更なる 拡充によ り 、 大街区内に留

まら ない周辺エリ アへのネッ ト ワーク の波及が進んでいく と 考えら れる。

・ 溜池山王駅に近接する 計画地では、 複数路線が乗り 入れ、 多く の利用者を 抱える

溜池山王駅から のアク セス性の向上によ り 、 大街区内の歩行者ネッ ト ワーク 強化

に寄与する駅前拠点形成に向けた基盤整備が必要と さ れている。

＜整備内容と 効果＞
①【 地下鉄連絡通路】 溜池山王駅のアク セス性向上による交通利便性の強化
溜池交差点の横断歩道の混雑緩和を 図り 、 溜池山王駅周辺における 歩行者環境の改善に貢献する。
②【 歩行者デッ キ】 周辺地区と 連携し た重層的な歩行者ネッ ト ワーク の整備
赤坂一丁目地区へと 繋がる歩行者デッ キを 整備し 、 溜池山王駅から 大街区北エリ アにつながるバリ アフ リ ー動線を確保する。
③【 地下鉄連絡広場】 地下・ 地上・ デッ キレ ベルを 円滑に連結し 大街区北エリ アの顔と なる 駅まち一体空間の整備
地下2階～2階までバリ アフ リ ー動線で接続する立体的な広場を 整備し 、 大街区北エリ アの歩行者ネッ ト ワーク の起点を 確保する 。
④【 歩道状空地】 溜池山王駅周辺の安全で快適な歩行空間の形成
特別区道563号に面する敷地内に幅員2ｍの歩道状空地を整備し 、 ゆと り ある歩行空間を確保する。

④歩道状空地
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赤坂溜池地区の街づく り について

※記載事項については現時点の検討内容であり 、 今後の設計等の具体化により 修正・ 変更と なる場合があり ます。

＜整備内容と 効果＞

・ 計画地では、 溜池山王駅に近接し た地区と し て、 大街区の特徴である国際性・ 文化性を 兼ね備えた魅力的な駅まち一体空間の創出と 、 文化

性豊かな国際ビジネス交流拠点の機能強化へ向け、 以下の高次都市機能を導入する。

①国際ビジネス交流拠点にふさ わし い高水準の業務機能

②国際性・ 文化性を 兼ね備えた新たな駅まち一体空間を 創出し 、 国際ビジネス交流拠点の付加価値を 高める文化・ 交流機能

（ ②-1 交流・ 支援機能 ②-2 文化発信機能 ）

③日常的なにぎわいを創出する商業機能

・ 文化・ 交流機能のう ち、 文化発信機能については、 地下鉄駅から の歩行者動線の結節点であるサンク ンガーデンに面し て配置するこ と で、

国際性・ 文化性を 発信する新たな駅まち一体空間を 創出する。

・ さ ら に、 文化・ 交流機能が中心と なっ て周辺地区施設と 機能連携を 行う こ と により 、 エリ ア一体での競争力・ 魅力向上を図る。

③新たな駅まち一体空間の創出や文化性豊かな国際ビジネス交流拠点の形成に資する高次都市機能の導入

＜現況＞

・ 大街区エリ アは、 国際的なビジネス・ 交流施設、 大使館、 文化施設などが

立地し 、 国際性・ 文化性豊かな地域特性を 有し ている。

・ 一方で、 溜池山王駅周辺は、 “ 文化・ 交流施設” や、 “ 来街者・ 地域住民

が日常的に利活用し 多様なアク ティ ビティ を 創出する施設（ 例： アーク ヒ

ルズ・ カ ラ ヤン広場等） ” が少ない。

・ 計画地周辺は、 今後、 各施設の機能連携によっ て、 エリ ア一体の更なる国

際性・ 文化性の価値向上が見込めるエリ アである。

【 ②文化・ 交流機能】

■導入する施設の例

●国際交流施設

●オフ ィ スサポート 施設

・ 国際色豊かな 交流を 促進する コ ミ ュ ニ テ ィ サロ ン や、 各国の情報発

信・ ビ ジ ネス ・ イ ベン ト 等に対応する 付帯施設、 大使館の活動を サ

ポート する小区画の執務空間等を検討

・ 多用な働き 方のニーズに応える コ ワーキングスペースや時間帯によ っ

て利用シーンの使い分けが可能な多目的な空間を確保

・ 周辺地区と 相互補完の機能連携を 図るこ と で、 エリ ア全体のオフ ィ ス

サポート 機能を強化

業務機能

地下鉄連絡通路

機械室・機械式駐車場等

歩行者
デッキ

機械室等

溜池交差点
地下鉄連絡広場

（サンクンガーデン）
駐車場

②-2 文化発信機能 国際性・ 文化性を兼ね備えた
  新たな駅まち一体空間を創出する文化発信機能

【 ③商業機能】 にぎわいを生み出し 日常を支える店舗等

・ 外堀通り や赤坂イ ンタ ーシティ AI Rの緑地に面し た
飲食、 物販店舗

文化・交流機能
（交流・支援機能）

■計画地における導入機能の断面構成イ メ ージ

【 ①業務機能】
（ 地区内）

地下鉄駅
（ 溜池山王駅）

大街区周辺
歩行者ネッ ト ワーク大街区周辺の歩行者ネッ ト ワーク と

溜池山王駅を つなぐ 結節点

地下鉄連絡通路 歩行者デッ キ

先進的なビ ジネス拠点
の形成に貢献

【 ③商業機能】

周辺施設

「 赤坂イ ンタ ーシティ AI R」
「 アメ リ カ 大使館」
「 三会堂」

国際性・ 文化性を兼ね備えた新たな駅まち一体空間

周辺街区の緑化空間と の連続

「 赤坂イ ンタ ーシティ AI R」 「 三会堂」
「 虎ノ 門２ 丁目地区」 「 オーク ラ 」 「 赤坂・ 虎ノ 門緑道」

地区内事務所の
付加価値向上

周辺ビジネス街

【 地下鉄連絡広場】
サンク ンガーデン

■計画地における導入機能のイ メ ージ

商業機能

連携

【 ①業務機能】

・ 溜池山王駅に近接する利便性を生かし た高水準のオフ ィ スの整備

・ 周辺の事務所と の相乗効果により 、 溜池山王駅周辺地域全体と し ての

先進的なビジネス拠点形成に寄与

国際ビジネス交流拠点にふさ わし い高水準の業務機能

・ サンク ンガーデンと の一体利用により 屋内外の居場所空間を提供す

ると と も に、 文化性や国際性に資する活動・ イ ベント 空間と なる

・ 国際性、 文化性発信のイ ベント の開催

・ 地区周辺のにぎわいに寄与する催し の実施

・ 居場所空間の創出やイ ベント 開催による新たなにぎわいの創出

・ エリ アマネジメ ント の活動拠点と し ての活用

イ メ ージ イ メ ージ

オフ ィ スサポート
コ ミ ュ ニティ サロン

【 ②文化・ 交流機能】

②-1交流・ 支援機能

文化・交流機能
（文化発信機能）

②-1 交流・ 支援機能 国際ビジネス交流拠点の付加価値を高める
 交流・ 支援機能

【 国際性・ 文化性発信】

【 日常的な居場所】
×

②-2文化発信機能
（ ホール等）
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赤坂溜池地区の街づく り について

※記載事項については現時点の検討内容であり 、 今後の設計等の具体化により 修正・ 変更と なる場合があり ます。

溜池交差点からの鳥瞰パース

インターシティガーデン

サンク ンガーデンやステッ プ部分への積極的な緑化に

より 溜池交差点に向けて広がり のある緑化空間を創出

＜整備内容と 効果＞

①周辺街区の豊かな緑と 連続し た緑化空間の形成

・ 大街区内の豊かな緑化空間を 都市へと 広げていく こ と を意識し 、 場所の特性に応じ た多様な緑化を 施すこ と で、
周辺街区の緑と 連続し た、 平面的な広がり と 立体的な緑量が感じ ら れる潤いのある都市空間を 形成する。

②脱炭素まちづく り の推進による環境負荷低減に向けた取り 組み

・ 都市環境の保全・ 再生に寄与するため、 エネルギー負荷低減に係る取組を 行う 。
・ 「 港区低炭素化促進制度」 の新基準の優秀水準を 満たす計画と する。

＜上位計画・ 課題＞

 大街区においては、 赤坂・ 虎ノ 門緑道や尾根道が緑の軸と し て位置付けら れ、 道路と 一体と なっ た民間
敷地内の歩道状空地やオープンスペースなどが整備さ れ、 良好な緑化環境を 形成し ている 。 一方で計画
地内には緑化空間が不足し ている。

 日本の環境目標と し て、 2050年までに温室効果ガスの排出を 全体と し てゼロ と する 「 2050年カ ーボン
ニュ ート ラ ル、 脱炭素社会」 が掲げら れており 、 さ ら に脱炭素技術を 最大限活用するなどGXを 加速さ せ
るための取組が必要と さ れている。

④良質な複合市街地にふさ わし い都市環境への配慮

●カ ーボンニュ ート ラ ルを目指す超高層ビル

・ 2050年までに温室効果ガスの排出を全体と

し てゼロにする脱炭素社会の実現に貢献す

る超高層ビルを目指す。

・ ZEB Ready相当、 CASBEE Sラ ンク 相当の環境

性能の確保を目指す。

・ カ ーボンハーフ の達成（ 2030年までに温室

効果ガス排出量を50％削減（ 2000年比） ）

に向けて、 事務所用途においては、 建物供

用開始時に「 CO2排出量原単位を約48kg-

CO2/㎥・ 年以下」 と なるこ と を目指すと と

も に、 再生可能エネルギー由来の電力を積

極的に利用するこ と などにより 、 CO2排出量

の更なる削減を図る。

■周辺街区の豊かな緑と 連続し た緑化空間の形成

主要な環境設備提案項目（ 案） を示し ます。
建物の形状や敷地の状況、 建設コ スト 、 環境目標のバラ ンスにより 、 今後検討を行います。

■脱炭素まちづく り の推進による環境負荷低減に向けた取組

□事務所用途CO2排出量原単位の削減目標と
ゼロエミッション東京の実現に向けた取組

CO
2排

出
量
原
単
位
（
kg
-C
O2
/㎥

・
年
）

事務所のCO2排出量原単位
東京省エネカルテ

（2002~2007年度実績平均値）

施設計画等に
おける取組

ゼロエミッション
東京の実現に
向けた取組

108

48

139
（平均値）

（上位25％）

建物の省エネ化
エネルギーの効率化
再生可能エネルギー等の利用 等

再生可能エネルギー
由来の電力利用 等

技術革新などを踏まえた
更なる取組の検討

インターシティガーデン

赤
坂
イ
ン
タ
ー
シ
テ
ィAIR

日本財団

溜池交差点
特許庁
交差点

三会堂

赤坂インターシティAIR

虎の門病院

尾
根
道

溜池山王駅
①溜池交差点からインターシティガーデン
に視線が抜け、緑豊かな空間がつながる

②インターシティガーデンと呼応した
立体的な緑化空間の形成

パースの視点②

パースの視点①

特別区道第886号

特
別

区
道

第
563号

特別区道第563号線沿道
周 辺 街 区 か ら 連 続 し た
緑豊かな憩い空間を創出

外堀通り 沿道
線的な緑化空間を 形成し 、 低層
部のにぎわいが視認でき るよ う
目通り の良い樹種を配置

計画地南側からの鳥瞰パース

壁面緑化により 、 イ ンタ ーシティ ガーデンから 広がる緑が

建築物と 混ざり 合い、 立体的な緑化空間を形成

②

特別区道第886号線沿道

周辺街区の豊かな 緑を 踏襲し た
連続性のある緑を形成

インターシティ
ガーデン

機械室

機械室

オフ ィ ス

外堀通り

イ ン タ ーシティ
ガーデン

雨水利用
水資源の有効活用

自然換気
空調・ 換気設備に
頼ら ない省エネ

太陽光発電パネル
インターシティ ガーデンによって
得られる日照環境の良さを活用

太陽熱集熱パネル
太陽熱集熱器による太陽熱の
大規模利用

デシカ ント 外調機
デシカ ント 再生による年間を
通し た太陽熱利用

コ ージェ ネレ ーショ ン システム
排熱利用による エネルギーの
高効率利用と BCPの両立

蓄熱槽
熱源機器の高効率運転
電力デマンド レスポンス

中温冷水利用空調システム
熱源の高効率運転

高効率機器
LED照明や高効率熱源機等の
導入

日射負荷の低減
コ アを南側に配置し 、
執務空間の日射負荷の
低減

●CGS排熱利用によるエネルギーの高効率利用と BCPの両立／再生可能エネルギー等の導入検討

①
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赤坂溜池地区の街づく り について

※記載事項については現時点の検討内容であり 、 今後の設計等の具体化により 修正・ 変更と なる場合があり ます。

⑤溜池山王駅周辺の都市防災機能の強化

＜現状＞

・ 老朽化建物や狭あい道路により 、 防災面での課題がある。

・ 首都直下地震時に液状化及び、 震度６ 強の発生が想定さ れるエリ アと なっ ている。

・ 周辺では、 駅前滞留者対策協議会などを 中心に地域の防災対応力強化に取り 組んでおり 、

溜池山王駅直結の計画地においても 、 帰宅困難者等への対応が必要と さ れている。

＜整備内容と 効果＞
①街区内狭あい道路の解消、 建物耐震化によ る安全な市街地の形成
・ 土地の集約・ 共同化により 、 街区内に残存する狭あい道路を 解消し 、 耐震化を 図っ た施設建築物を 新築する こ と により 、

安全な市街地を形成する。
②帰宅困難者支援や災害時の情報発信機能の導入による防災機能の強化
・ 災害時に発生する 帰宅困難者を 支援するための一時滞在施設や防災備蓄倉庫等を 整備すると と も に、

災害時の情報発信機能を導入するこ と により 、 溜池山王駅周辺の防災対応力の強化に貢献する。

■街区内狭あい道路の解消、 建物耐震化による安全な市街地の形成

＜計画地における一時滞在施設のイ メ ージ（ 例） ＞

＜計画地における防災対応に関する連携イ メ ージ＞

●街区を再編整備し 、 敷地を集約化するこ と によっ て、 従前街区内の狭あい道路を解消すると と も に、 街区

内に不足し ているオープンスペースや歩道状空地を整備し 、 安全な市街地を形成する。

●大規模地震を想定し 、 新設する施設建築物については十分な耐震性能を確保するこ と で、 自立性の高い計

画と する。

●帰宅困難者のための防災備蓄倉庫及び防災センタ ーは２ 階に設置、 非常用電源等は５ 階以上に設置する。

■帰宅困難者支援や災害時の情報発信機能の導入による防災機能の強化

街区内に狭あい道路が残存

オープンスペースの不足

【従前】

耐震性の高い
施設建築物

【従後】

駅まち
一体空間

歩
道
状
空
地

非常用
電源

赤坂
インターシティ

計画地

三会堂

溜池山王駅 ●帰宅困難者の発生に対応する一時滞在施設
（地下1階,1階：約1,045㎡ 約570人）の整備
●災害時の情報発信機能

虎ノ門二丁目地区
病院棟

【一時滞在施設の整備】
（3,4階：約2,600人）

赤坂
インターシティAIR

【災害拠点病院】

緊急輸送道路

オフィス

地下鉄連絡通路

外堀通り

駐車場

機械室・機械式駐車場等

歩行者デッキ

機械室等

帰宅困難者の一時滞在施設
地下鉄

連絡広場
溜池交差点

文化・交流施設等

帰宅困難者の一時滞在施設

オフィスロビー

（１階エントランス）
（地下１階ホール）

防災備蓄倉庫

災害時の
情報発信機能

駐車場

防災センター

非常用電源
サイネージのイメージ

●デジタ ルサイ ネージ等を設置し 、 地域の被害情報、 避難先に関する情報、 鉄道運行情報、 ラ イ フ ラ イ ン被害情報等を発信
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赤坂溜池地区の街づく り について

※記載事項については現時点の検討内容であり 、 今後の設計等の具体化により 修正・ 変更と なる場合があり ます。

その他の取組 ①エリ アマネジメ ント

虎ノ門
ヒルズ

溜池山王駅

虎ノ門駅

虎ノ門
ステーションタワー

霞が関
ビルディング

計画地

大街区協議会

アーク
ヒルズ

The Okura
Tokyo

虎ノ門
二丁目地区

赤坂
インターシティ

AIR

赤坂
インターシティ

虎ノ門ヒルズ駅

三会堂

・ 大街区協議会の一員と し て、 エリ ア内の他事業者等と 連携し て積極的に

エリ アマネジメ ント に関与し 、 持続可能なまちづく り に向けて取り 組む

と と も に、 人々が自然と 集う 魅力のある施設を 整備するこ と で、 にぎわ

い創出に貢献し 、 大街区エリ アの魅力向上に寄与する。

・ 計画地では、 既存の「 赤坂イ ンタ ーシティ エリ アマネジメ ント 」 の対象

地域を拡大し 、 赤坂イ ンタ ーシティ AI R等周辺施設と 一体と なっ た取組を

行う 。 特にサンク ンガーデンやホールを エリ マネの活動拠点と し て、 今

後活用し ていく こ と を検討する。

・ 事業資産が集積するこ と でビ ルを 群管理し 、 施設単体と 比し て水準の高

いサービスを提供し 、 地域に還元する。

防災・防犯 国際化・観光・文化

土地利用・交通

エリアマネジメント
を通じて

大街区エリアの
魅力向上に貢献

脱炭素化・緑

〇周辺地区でのエリ アマネジメ ント 活動及び今後の想定

□文化発信 □沿道空間の活用□防災・ 防犯 □魅力発信
赤坂sweet マルシェイ ルミ ネーショ ンコ ン サート防災訓練

・ 周辺施設で現在行われている取組と も 連携し ながら 、 文化発信や魅力発信、 子育て支援等の取組について検討を行う 。

親子交流イ ベン ト

□子育て支援

・ 大街区協議会の一員と し て、 エリ ア内の他事業者と 連携し 、 大街区エリ アの持続可能なまちづく り と 魅力向上に貢献する 。
・ 特に、 隣接する赤坂イ ンタ ーシティ AI Rと 連携し 、 歩行者ネッ ト ワーク の結節点である 地下鉄連絡広場及び施設内の文化・ 交流施設を 活動拠点と し て活動する。

〇計画地のエリ アマネジメ ン ト の方針 （ 参考） 大街区協議会の活動内容

地域価値向上のために取組むべき分野：

① 防災・ 防犯／② 国際化・ 観光・ 文化／③ 脱炭素化・ 緑／④ 土地利用・ 交通

具体活動内容：

・ 協議会・ 部会の運営

・ 土地利用、 都市基盤施設整備等について意見交換、 協議調整

・ 都市再生整備計画（ ウォ ーカ ブル推進事業） の策定、 制度活用、 補助金申請等

・ エリ アマネジメ ン ト 活動（ 道路空間の利活用、 屋外広告物等） の推進に必要な協議調

整（ 公的空間（ 空地等） 活用や屋外広告物のガイ ド ラ イ ン策定等）

・ 街づく り 活動の持続可能の仕組みづく り

・ 防災情報連携

エリ マネ部会の活動（ 案） ：

・ 大街区のエリ マネ意見交換

・ 各社のエリ マネ活動の紹介、

現地視察（ 例えば防災の取組み）

・ 大街区内の防災連携の検討

（ 情報のネッ ト ワーク 化、 合同訓練）

・ ARK Hi l l s Musi c Week と の連携

・ 道路利活用の検討、 ガイ ド ラ イ ン作成等
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